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人 権 身 の 上 相 談
勤め先、その他で、人権を侵害
されたとか、身の上のことでお困
りのとき、どうぞご利用ください。
東京法務局職員・足立区人権擁護
委員が相談に応じます。相談の秘
密は堅く守ります。相談日は毎月
第3金曜日、午後1時～4時　区
役所( 1 階) 区民相談室

今
年
か
ら
郷
土
芸
能
も
参
加

足
立
区
文
化
祭

期
日
・
十
一
月
二
日
～
二
十
六
日

「文
化
の
旦
菷
・
中
心
に
、区
民
の
文
化
・
芸
術
の
向
上
を
め
ざ

し
た
、
第
二
十
八
回
足
立
区
文
化
祭
を
、
区
内
各
会
場
で
開
催
し
ま

す
。
区
民
の
方
の
力
作
、
熱
演
を
ご
観
覧
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

<
総
合
展
覧
会
>

産業振興館会場

▽齊迺・
水石
十一
月五日
?
(

日
午前九時
?午後六時
(六日

休館
、八日は午後三時まで
)

▽
日
本
画
・
彫
塑
十
一
月
九
日
～
十
一
日
午
前
九
時
～
午
後
六
時

【十
】日は午後三
時まで
)

▽
手
芸
・
写
真
十
一
月
十
二
日
～
十
五
日
午
前
九
時
～
午
後
六
時

(十三日
は休館
、十五日は午後

三時まで
)

青年館会場

▽
華
道
十
一
月
三
日
～
五
日

午
前
九
時
～
午
後
六
時

▽茶会
十一
月三日
午前九時
?

午後六時
(大師書院でも同時

開催
)

教育センター会場

▽
洋
画
十
一
月
二
日
～
十
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時
(
三
日
、
五
日
は
休
館
)

<
各
種
大
会
>

謡
曲
大
会

十
一
月
三
日
午
前
九
時
～
午
後
六
時
青
年
館

俳句大会
(俳句連盟
)

十一
月三日
正午
?午後六時

そぱ久別館
<千住
】丁目
)

総合芸能大会
(とくさ会
)

十一
月四日
午前十一
時～午後

六時
そぱ久別館

将棋大会
(日本将棋連盟足立

支
部
)
十
一
月
五
日
午
前
十
時
～
午
後
九
時
正
和
ク
ラ
ブ

短歌大会
(歌人クラ
ブ
)

十
一
月
十
二
日
午
後
一
時
～
午
後
六
時
青
年
館

囲
碁
大
会
(
日
本
棋
院
足
立
支
部
)
十
一
月
二
十
六
日
正
午
～
午
後
六

時
<
大
輪
菊
花
大
会
>

花
畑
大
鷲
神
社
境
内
(
日
本
菊
友
会
・
大
鸞
神
社
献
菊
会
)
十
一
月
一

日
～
三
十
日

爾
宮城公園
(堤南菊友会
)

十一
月上旬から

高浜二丁目榎本高好方
(江北

菊友会
)十一月上旬から

関
原
二
丁
目
常
唱
庵
境
内
(
堤
北
菊
友
会
)
十
一
月
一
日
～
十
五
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

伝承されてきた
古来の郷土芸能

～
初
め
て
一
堂
に
会
し
競
演
～

足
立区には二十余の郷土芸能

が
、地元の人々
の閧で
今も受継

がれ伝承
されてい
ます
。

これらの
郷土芸能・
民俗芸能

には「獅子
舞
」「
お囃子
」「
お

神楽
」などがありま
す
。

し
かし
、これらの
郷土芸能は
、

ごく限られた
地域の行事等にし

か演じられませんので
、多くの

方に知られませんでした
。

また
、後継者不足
から継承
が

む
ずかしくなって
きたもの
もあ

ります
。

そこで
、区民の方々
に
、永年伝

承され受継がれて
きた郷土芸
能

の良さと
、認識を深
めてい
ただ

くためと
、後継者の
育成と保存

を目的として
、各地域の
保存会

が一
堂に会して
、初めての
大会

を催すこ
とになりました
。

どうぞ、足立古来の郷土芸能

の良さをごたんのうください
。

<
芸
能
大
会
>

産業振興館会場

▽
足
立
区
郷
土
芸
能
大
会
十
】
月
四
日
午
後
一
時
～
午
後
六
時

▽
民
謡
(
瑞
穂
の
会
)
十
一
月
五
日
午
前
九
時
～
午
後
六
時

▽社交舞踏
(社交舞踏連盟
)

十一
月十
(日
午後五時三十分
?

午後九時
文化
会館会場

▽
邦楽舞踊
(邦
楽舞踊連盟
)

十
一
月
三
日
午
前
十
一
時
～
午
後
五
時

▽
民
踊
(
民
踊
連
盟
)
十
一
月
五
日
午
前
十
一
時
～
午
後
五
時

▽
民
謡
(
民
謡
団
体
連
盟
)

十
一
月
十
一
日
?
十
二
日
午
前
九
時
～
午
後
七
時

▽
洋
舞
踊
(
洋
舞
踊
団
体
連
盟
)
十
一
月
二
十
三
日
午
前
十
一
時
～

午後五時
▽吟剣詩舞
(吟剣黔舞連盟
)

十一
月二十六日
午前九時
?午

後七時
問合せ先
　文化係

伝統芸能のひとつ箕輪ばやしを受継ぐ皆さん

第一次補正予算可決
補正額は36億5, 200万円
総額で前年度より9%増の予算規模

昭和五十三年度の第―次補

正予算は
、区議会定例会で可

決され成立しました
。

今回の補正は一
般会計のみ

で
、その補正額は三十六億五

千二百六万六千円で
、区の予

算規模は
、一
般会計
、特別会

計合わせて
、九百十四億
(千

百七十一万
(千円となり前年

度より約九
%増となります
。

では主な内容について説明

しましょう
。

■
歳
入
予
算

▽
国
庫
支
出
金
二

億
{
千
七
百

九
万
九
千
円

▽
都
支
出
金
・
=
十

五
億
九
百
十
}
万
四
千
円

▽
練

入
金
・・
。九
億
円

▽
繰
越
金
…
五

億二千六百二
十五万四千円

▽
特別区
債・・・四億五千九百
(

十
(万
九千円

■
歳出予
算

教育費が十七億三千五百
七

十四万
七千円で
、補正の
約半

分を占め
、土木費
、民
生費
、

総務費の順
となってい
ます
。

▽難病患者福祉手当支給・三

百五十
(万
三千円
(十月か

ら月額七千円
)

▽竹の塚センタ
ー建設‘・・一
億

四千四百七十四万
五千円

▽老人館用地購入・・・一
億二千

二百四十一
万六千円

▽老人館建設
(児童館併設
)

…一
千
(十
濫
4、鴟千円

▽
学童
保育室建設・
改築上
六

千二百九十二万二千円

▽
保育園建股
…
(百十五万
二

千円▽対震
哇石油スト
ー
ブ支給・・・

一
千
九百六十一万
(千円
(

母子・
老人・
心身障害・

児童の
被保護
世帯
)

▽
中小
企業倒産防止共済制度

加入
促進
…四千
(百十
(万

円▽休
日
診
療
事
業
上
(
百
六
十
六
万
九
千
円
(
十
月
実
施
、
午
後

五
時
～
十
時
)

▽道路橋梁維持修繕
…二億五

千三十二万五千円

▽路面
側溝改良・
補修・・・一
億

七千
(百六十四万円

▽道路橋梁新設改
良・
:二億三

百四十四万円

▽公
共溝渠維持修繕・
改
良・
=

二
偉二千五百三十六万
九千円

▽公園・
児童遊園用地睛入・・・

四千二百三
十二万円

▽校地購入・・・十三
億三千二百

六十四万三千円

▽私立幼稚園等園児保護者負

担軽減二
億一
千三
百
(十

九万九千円

▽公私立幼稚園就園奨励・・こ

億三千百五十二万
(千円

▽総合ス
ポーツセンタ
ー
(仮

称
)庭球場造成・
=
(千五百

六十万円 史跡めぐり
千住宿探訪

区で
は
、千住襦の
史跡・
旧

跡を訪ねて
歩く「千住宿探訪
」
(

写
X
)を行ないます
。

こ
の史跡めぐり
には
、「足

立の史話
-日
光街道をたずね

て
」を執筆された勝山
準四郎

氏が
、案内と史跡の説明
をし

ます
。
日
時
　
十
月
三
十
一
日
(
火
)
・

十
一
月
一
日
(
水
)
・
七
日
(
火
)
・
(
日
<
水
)
午
前
十
時
～

午後三時

参加資格
　区
内在住の
健康な

二
十歳以
上の
方

探訪コ
ース
　長円
寺↓
氷川
神

社↓
絵馬屋↓
本陣跡↓
勝専

寺↓
鳥見屋
敷跡↓
問屋
場跡

↓
消費者セン
ター
(糜食
)

↓
源
長寺↓
関屋天
満宮↓
橘

井
堂跡↓
金蔵寺
(解散
)

参加費
　無料
(昼
食は、区で

用
意します
)

定員
　各日二十名
(申込み多

数の場
合は
抽せん
)

申
込
期
間
　
十
月
二
十
日
(
金
)～
一
十
三
日
(
月
)
※
土
曜

日は午前
中のみ、日曜日は

除きま
す。

申込先
　電話で
広報課へ

都
営
住
宅
の
入居
者
募集

地元割当・
勤務地割当

足立区に割当てられた都営住

宅
(新築
)の入居者を募集しま

す。今回の募集は、足立区居住の

方を対象とする地元割当と足立

区動務の方を対象とする動務地

割当があります。

なお、今回募集の都営
住宅

は、一
般世帯向住宅なので
ご注

意ください。

今回
募募の
住宅
(一
般世帯向・

第一
種
)

▼
地元
割当分
一
地区
(南花
畑

五
-一四
)・・・二五戸

▼
動
務
地
割
当
分
一
〇
】
地
区
(
南
花
畑
五
-
一
四
)
二
三
戸

用
紙
交
付
期
間
十
月
二
十
三
日
(
月
)～
十
月
二
十
(
日
(
土
)

ただし
、土曜日
は正
午まで
。

用
紙交付
場所
区
役所一
階区民

係・
第二
庁合・
各出張
所

申込受付期間
　十月二
十
(日
(

土
)正午まで
に区
役所一
階

区民係に持参
。また、郵送の

場合は、十月二十
(日
(土
)

までの消印
があり、十一
月一

日
(水
)まで
に足立郵便局に

到着した
ものに限り
有
効
で

す
。
※申込資格な
どくわしくは、申

込用紙といっし
″に差しあげる

「
申込みのしおり」をご
覧くだ

さい
。なお

、
足
立
区
に
住
ん
で
い
て
他
区
に
動
務
す
る
方
は
、
勤
務
す
る
区

に
動
務
地
割
当
か
あ
れ
は
、
足
立
区
の
地
元
割
当
と
合
わ
せ
て
申
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
<
勤
務
地
割
当
の
あ
る
区
・
江
戸
川
・
大
田
・
葛
飾
・

北・
江東・
新宿、くわしくは勤

狢先区役所へ
)

問合せ先
　区民係

成人の集い
―対象者を学年別に変更―

成人の日を記念して、区では毎

年
遥
人の集い
"を一
月十五日に

実施していますが、今年度から従

来の膺年齢による対象者から、学

年別に変更となります。

今年度の対象者は、次の生年月

日のとおりです。

対象年月日
昭和三十三年一
月十六日から昭

和三十四年四月一
日までに生ま

れた方
問合せ先
　文化係

湯河原区民保養所
―大浴室の改修工事を行ないます―

讌河原区民保饗所「
あだち荘」

は、大浴室改修工事のため、十二

月十四日
(水
)から年内は大浴室

が使用できません。ご了承くださ

い。また、十二月利用分は、十一月

一日
(水
)から受付します。初日

の受付会場は産業振興館
(区役所

隣り
)です。

休館日
　▽
十一
月・・・十四日・
十五

日・
二
十八日・
二
十九日

▽
十
二
月
・
・
一
十
九
日
・
二
十
日
・
二

十
六
日～
三
十
一
日

※十一
月分もまだ空室があり
ます

のでご利
用ください。

申
込
資
格
　
区
内
に
在
往
・
在
勤
の
方

た
だ
し
一
人
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

料
金
(
一
泊
二
食
付
)
▽
大
人
・
=
二
千

五
百
円
▽
小
人
(
四
歳～
小
学
生
)
・
=
千
三
百
円

申込・
問合せ
先
　区民
係

善行青少年のご推せんを
―推せん期限は11月2日―

皆さんの住ひ地域内で、よい行

ないをした青少年がいましたらご

推せんください。区では、これら

善行青少年に対しけん彰状と記念

品を贈っています。

推せん対象
　区内に在住、在勤、

在学の十
(歳未膺の方

行
為
基
準
　
▽
勇
気
や
親
切
を
示
し
周
囲
を
明
る
く
し
た
行
な
い
▽
公
徳

心を高めた行ない
▽自立心に

富んだ行ない
▽誠実、責任、

努力が認められる行ない

推せん方法
　学校、職場、団体な

どからも推せんがありますか、

あなたの地域内で骸当する青少

年がいましたら各青少年対策地

区委員会
(各出張所か事務局で

す
)までご推せんください。

問
合
せ
先
　
青
少
年
係
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保健センターの業務が始まります

明るい毎日はまず健康から
麻しん予防接種・休日準夜間診療も新たに

保
健
業
務
の
よ
り
一一
の
充
実
を

期
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
い
よ
い

よ
十
一
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま

す
。ま
た
、
休
日
の
夜
間
に
急
病
に

な
っ
た
方
の
た
め
に
新
し
く
休
日
準

夜
間
診
療
も
始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
業
務

を
開
始
し
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー
(
伊
興
町
前
沼
一

一
五
七
-
六
)
で
は
、
十
}
月
か
ら

業
務
を
M
始
し
ま
す
。成
人
病
の
検

査
や
臂
が
ん
・
子
宮
か
ん
検
診
な
ど

を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。早
期

発
見
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

お
受
け
く
だ
さ
い
。

成
人
病
検
査

心
臓
疾
患
、
肝
臓
疾
患
、
腎
臓
疾

息
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
助
脈
硬

化
な
ど
成
人
病
疾
患
の
早
期
発
見
を

目
的
と
し
た
検
査
(
フ
ル
コ
ー
ス
)

を
爽
施
し
ま
す

。

日
時
　
十
】月
九
日
か
ら
毎
週
木
曜

日
午
後
一
時
～
二
時

対
象
　
区
内
に
居
住
の
膺
三
十
歳
以

上
の
方

科
金
　
五
千
円

申
込
方
法
　
一
話
予
約
(
全
予
約
制
)

胃
が
ん
検
診

日
時
　
十
一
月
六
日
か
ら
毎
週
月
曜

日
午
前
九
時
～
十
時
三
十
分

対
象
　
区
内
に
居
住
の
膺
三
十
五
歳

以
上
の
方

料
金
　
無
料

申
込
方
法
　
一
話
予
約
(
全
予
約
制
)

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
お
よ
ぴ
そ
の
他
の
婦
人

科
疾
患
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
日
か
ら
隔
週
金
曜

日
午
後
一
時
～
二
時

対
象
　
区
内
に
居
住
す
る
膺
三
十
歳

以
上
の
女
性

料
金
　
無
料

申
込
方
法
　
一

話
予
約
(
全
予
約
制
)

以
上
の
検
査
、
検
診
の
申
込
み
は

い
ず
れ
も
足
立
保
健
所
業
務
第

】係
(

(
五
五
-
四
一
五
一
)
へ
ど
う

ぞ
。痳

し
ん

の

予
防
接
種

予
防
接
種
法
に
よ
る
定
期
の
予
防

接
種
と
し
て
、こ
の
秋
か
ら
新
し
く

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

麻
し
ん
の
予
防
接
種
は
、今
ま
で

の
予
防
接
種
と
は
異
な
り
、
お
子
さ

ん
の
健
康
状
態
の
よ
い
時
に
い
つ
で

も
指
定
さ
れ
た
区
内
各
医
療
機
関
で

接
種
で
き
ま
す
。

な
お
、対
象
者
の
中
で
、
す
で
に

は
し
か
に
か
か
っ
た
り
、
ま
た
は
麻

し
ん
の
予
防
接
租
を
受
け
た
方
は
、

接
種
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
　
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
二
日

か
ら
四
十
(
年
五
月
―二
十
一
日
ま

で
に
生
れ
た
方

接
種
を
受
け
ら
れ
る
期
間
　
十
一
月

一
日
以
降
嘴
六
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
接
種
で
き
ま
す

接
種
場
所
　
区
の
指
定
し
た
医
療
機

関
(
保
健
所
等
で
配
布
す
る
チ
ラ

シ
に
記
戴
)

接
種
に
必
要
な
書
類
　
保
健
所
ま
た

は
区
役
所
予
防
係
に
あ
り
ま
す

接
種
後
の
注
意
　
接
種
後
一
、二
週

間
位
の
間
に
、二
～
百
聞
発
熟

な
ど
の
軽
い
副
反
応
が
あ
り
ま
す

か
、
そ
の
時
は
安
静
に
し
て
、
必

要
に
応
じ
て
接
種
し
た
医
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係
、
足
立
保

健
所
(
　

【
五
五
―
四
一
五

】)

千
住
保
健
所
(
　
(
(
(
-

四
二

七
七
)

※
一
歳
六
か
月
児
と
膺
三
歳
児
も
麻

し
ん
の
予
防
接
種
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
方
に
は
毎
月
佃
人

通
知
し
ま
す
。

健康を守るには定期的な検診が大切です

休
日
準
夜
間
診
療

が
始
ま
り
ま

す日
曜
日
や
祝
日
の
夜
間
に
愈
病
に

な
っ
た
方
の
た
め
に
、
十
月
二
十
二

日
(
日
)
か
ら
休
日
単
夜
間
診
療
所

を
次
の
二
か
所
で
開
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た

。

診
療
を
受
け
る
方
は
、
必
ず
保
険

証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保

険
証
を
忘
れ
た
方
は
、
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い

。

準
夜
間
診
療
所
名

▽
千
住
休
日
診
療
所
(
千
往
仲
町
一

五

医
師
会
館
内
　
(

七
〇
-

○
四
六
一
)

▽
竹
の
塚
休
日
診
療
所
(
竹
の
塚
二
-

二
五
一

ニ
ー

教
育
セ
ン
タ
ー

内
　
(

五
〇
-
(
(

〇
一
)

受
付
時
間
　

午
後
五
時
?
九
時
三
十

分(
た
だ
し
、
診
療
開
始
は
午
後
五

時
三
十
分
か
ら
)

診
療
科
目
　
内
科
・
小
児
科

問
合
せ
先
　
足
立
区
医
師
会
(
　
(
(

一
一

九
(
六
一
)
ま
た
は
保
健

予
防
係

な
お
、
こ
の
休
日
準
夜
間
診
療
の

ほ
か
に
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
の
休
日
診
療
も
四
か
所
で
行
な

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ

さ

い
。
(
上
表
参
照
)

休 日 診 療 体 制 一 覧

や卿10畤前及び午後9 畤30分以降は下記にご連絡ください。
● 摶肪斤テレフォンサービス　0212- 2323
● 東京価衛生局夜間休B 案内所　216- 4828

新
入
学
児
童
の

健
康
診
断

来
年
四
月
に
就
学
さ
れ
る
お
子
さ

ん
(
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
～
四

十
(
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

れ
た

方
)
の
健
康
診
断
を
十
月
下
旬
か
ら

実
施
し
ま
す
の
で
、
必
ず
お
受
け
く

だ
さ
い
。

対
象
の
方
に
は
、
健
康
診
断
通
知

書
を
十
月
二
十
三
日
頃
ま
で
に
郵
送

し
ま
す
が
、
も
し
届
か
な
か
っ
た
場

合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
就
学
通
知
書
は
、
来
年
一

月
中
旬
頃
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
　

学
校
保
健
係

健
康
に
役
立
つ
講
習
会
な
ど

精
神
衛
生
相
談

日
時
　
十
一
月
二
日
(
木
)
午
後

一
時
三
十
分
～
一
時
三
十
分

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
一
話
予
約
制

場
所
・
申
込
先
　
江
北
保
健
相
談

所
　
(

九
六
!
四
〇
〇
四

栄

養

指

導

講

習

会

場
所
・
日
時
　
東
和
保
健
相
談
所

…
十
一
月
一
日
(
水
)
午
後
一

時
三
十
分
～
四
時
竹
の
塚
保

健
相
談
所
…
十
一
月
二
日
(
木
)

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十

分
内
容
　
妊
婦
さ
ん
の
た
め
の
食
募

と
栄
養
に
つ
い
て

費
用
　

無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
一
話
で
そ
れ

ぞ
れ
次
の
保
健
相
岐
所
へ

。

東
和
保
健
相
談
所
(
　

六
〇
六

一
四
一
七

こ

、竹
の
塚
保
健
相

談
所
(
　
(
(
五
-
五
四
二
こ

開
設
し
ま
す

歯
科
衛
生
相
談
室

最
近
幼
児
の
虫
歯
が
増
え
て
い

ま
す

。
虫
歯
予
防
は
、
何
よ
り
も

ふ
だ
ん
の
手
入
れ
か
大
切
で
す

。

足
立
保
健
所
で
は
、
次
の
よ
う

に
歯
科
衛
生
相
談
室
を
開
設
し
、

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
相
談
と
、

虫
歯
予
防
教
室
で
歯
の
み
が
き
方

な
ど
を
正
し
く
お
教
え
し
ま
す
。

ご
希
輿
の
方
は
、
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

日
時
　
十
月
二
十
四
日
か
ら
毎
週

火
一
日
午
後
一
時
三
十
分
～

二
時
三
十
分

対
象
　
O
歳
!
一
歳
六
か
月
の
幼

児
場
所
　
足
立
保
健
所

申
込
・
問
合
せ
先
　
電
話
で
、
足

立
保
健
所
業
務
第
二
係
(
　
(

五
五
―
四
一
五
一
)
へ

。

保
健
栄
養
学
級

や
さ
し
い
栄
養
学
お
よ
ぴ
運
助

を
通
し
て
の
健
康
づ
く
り
の
基
礎

購
座
で
す

。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
　
十
月
三
十
日
(
月
)
午
後

二
時
・
十
一
月
六
日
(
月
)
午

後
一
時
三
十
分

場
所
　
足
立
保
健
所

申
込
方
法
　

軽
い
運
助
の
で
き
る

服
装
で
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ

問
合
せ
先
　

足
立
保
健
所
　
(

五
五
―
四
一
五
一

お子さんを
預かります
児童緊急一時保護制度

十
月
一
日
か
ら
「
母
親
か
お
産

し
た
り
病
気
で
病
院
へ
行
く
必
嬰

が
で
き
た
り
し
た
時
に
、
昼
間
だ

け
児
童
を
一
時
保
護
す
る
児
童
緊

急
一
時
保
護
制
度
が
発
足
し
ま
し

た
。

預
か
る
方
　
山
本
治
枝
<
青
井
三

一
一
七
―
六
七
　
(
(

六
1

四
七
九
〇
)

池
田
克
子
(
西

伊
興
町
五
二
-
六
二
　
(

五

三
―
六
二
四
七
)

佐
野
郁
子

(古
千
谷
ニ
ー
六
-
三
二

(
九
七一
四
(
四
九
)

預
か
る
児
童
　
生
後
三
か
月
以
上

学
齢
未
満
児
を
三
人
ま
で

預
か
る
時
間
　
原
則
と
し
て
午
前
(

時
～
午
後
五
時
ま
で
の
必
要

最
少
時
間

保
護
の
料
金
　
一
時
間
に
つ
き
二

百
円
。
五
時
以
降
は
一
時
間
に

つ
き
三
百
円
。
た
だ
し
、
生
活

困
窮
世
帯
(
生
活
保
護
受
給
世

帯
お
よ
ぴ
住
民
税
非
課
税
世

帯
)
の
方
は
料
金
が
免
除
さ
れ

ま
す

依
頼
の
方
法
　
直
接
保
霞
者
の
方

に
あ
ら
か
じ
め一
話
で
ご
連
絡

し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
案
内
図
な
ど
は
、
も
よ

り
の
出
彊
所
、
福
祉
事
務
所
、

保
健
所
な
ど
に
あ
り
ま
す

問
合
せ
先
　
福
祉
部
管
理
係

改
正
さ
れ
ま
し
た

児
童
手
当
な
ど
の
支
給
額

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
な
ど

の
児
竃
の
た
め
の
手
当
が
改
正
さ
れ

支
給
月
額
が
上
表
の
と
お
り
変
わ
り

ま
し
た

。

な
お
、
児
童
手
当
お
よ
ひ
特
別
手

当
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
民
税
に
係

る
所
得
割
の
額
の
有
無
に
よ
り
、
支

給
額
が
五
千
円
と
六
千
円
に
わ
か
れ

ま
す

。

ま
た
、児
童
手
当
・
児
童
育
成
手

当
の
改
正
後
の
手
当
支
給
は
、昭
和

五
十
四
年
二
月
期
振
込
み
分
(
十
月

分
～
一
月
分
)
以
降
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
児
竃
手
当
係

各種 手 当 の 改 正 表

掲
示
板

区
民
教
養
講
座

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師
　
十
一
月

四
日
(
土
T
家
庭
教
育
の
あ
り

方
―
岡
本
包
治
氏
(
立
教
大
学

教
授
)
十
一
月
十
一
日
(
土
)

・
・
・
子
供
の
生
活
と
テ
レ
ピ
ー
朝

倉
征
夫
氏
(
早
稲
田
大
学
助
教

授
)
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

二
時
～
四
時

定
員
　
先
着
百
名

受
講
料
　
無
料

申
込
受
付
　
十
月
二
十
一
日
か
ら

場
所
・
申
込
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー

(
五
〇
-
(
{

〇
}

消
費
者
展
に

ご
参
加
を

日
時
　
十
月
二
十
七
日
(
金
)
午

前
十
時
～
午
後
四
時
十
月
二

十
(
日
(
土
)
午
前
十
時
～
午

後
二
時
三
十
分
(
入
場
無
料
)

内
容
　
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
生
卮
用

品
交
換
即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

場
所
　
産
業
振
興
館
(区
役
所
隣
)

問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
　
(

七
〇
-
一
三
九
一

計
量
器
検
査

ご
家
庭
で
便
用
さ
れ
て
い
る
計

最
器
の
精
度
の
検
査
を
次
に
よ
り

爽
施
し
ま
す
。
検
査
の
う
え
不
良

品
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
調
整
し
ま
す
の
で

、
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　計
一

器

体
温
計
、寒
暖
計
、

は
か
り
(
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、

キ
″
チ
ン
ス
ケ
ー
ル

、
ベ
ビ
ー

ス
ヶ
-

ル
な
ど
)
、
血
圧
計

日
時
・
場
所
　
十
月
三
十
貝

月
)

・・
i花
畑
公
団
西
集
会
場
(
花
畑

五
-
六
I

匸
一
)

十
月
三
十

一
日
(
火
)
=・
産
業
振
興
館
(
千

住
一
!
五
〇
)

時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
十
時
～
午
後
四
時

費
用
　

検
査
、
調
整
と
も
無
料

問
合
せ
先
　

都
計
量
協
会
　

四

三
四
一

六
五
九
一

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
自

転
車
に
欒
る
方
は
、
交
差
点
で

の
左
折
辜
に
ご
注
意
を

幼
児
教
育
の
た
め
の

講

演

会

幼
稚
園
、
保
育
所
に
就
園
し
て

い
な
い
幼
児
を
持
つ
鶻
の
方
を
対

象
に
講
演
会
を
奥
施
し
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
二
日
(
木
)
午
後

三
時

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

内
容
　
家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か

対
象
　
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
～

四
十
{
年
四
月
}

日

生
れ

で
、
現
在
幼
稚
園
、
保
育
所
に

就
閭
し
て
い
な
い
幼
児
の
親

申
込
方
法
　
(

ガ
キ
ま
た
は
電
話

に
よ
り
教
育
委
員
会
幼
児
教
育

担
当
(
千
往
一
-
五
〇
)
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
　
(

十
名

申
込
期
限
　
十
月
二
十
(
日
ま
で

に
到
着
し
た
も
の
。
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
合
せ
先
　
幼
児
教
育
担
当

1
0
月
は
住
み
よ
い
暮
ら
し
に

役
立
つ
郵
便
貯
金
月
間
で
す

年
金
相
談

相
談
日
・
場
所
　
十
月
三
十
一
日
(

火
)
・・・
青
年
館

十
一
月
一

貝

水
)
・・・区
役
所
二
階
ホ
ー
ル

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～

午
後
三
時
三
十
分

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

保
留
地
を

処
分
し
ま
す

入
札
日
時
　
十
一
月
二
日
(
木
)

午
前
十
時
～
午
後
二
時

区
画
　
九
区
画
(
九
五
・
〇
～
一

二
六
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル
)

現
地
案
内
日
　
十
月
二
十
(
日
・

二
十
九
日

入
札
場
所
・
問
合
せ
先
　
谷
在
家

土
地
区
画
整
理
組
合
(
谷
在
家

二
―
一
七
I

匸
二
　
(

九
九

上
二
九
〇
六
)

精
神
障
害
者
の

た
め
の
相
談

日
時
　
十
月
二
十
二
日
(
日
)
午

後
一
時
～
五
時

場
所
　

樺
島
会
館
二
階
<
梅
鳥
三

丁
目
二
I
五
)

問
合
せ
先
　
足
立
精
神
障
害
者
家

族
会
　

四
六
〇
上

六
三
〇
九

・
　
(

九
〇
-
三
四
(
一
(
夜
)

お
わ
び

十
月
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読書週間の 催し物
読書週間にちなんで中央図書館では、映画会

や講演会などの催し物 を行ないます。
ぜひおいでください。

※ 入場料はすべて無料です。なお、一階の郷土
資料室では「足立教育百年史展」( 54年3 月末
日まで) を開催中です。
くわしくは、中央図書館( 梅島駅下車7 分、
電話840- 4646) へ。
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